
- 1 -

死刑制度に関する世論調査の質問に関する国会における議論の状況

１ 平成２２年４月２０日衆議院法務委員会

○馳委員 私は、もともとあなたは死刑制度については慎重な姿勢の方であろうと思っ

ています。そこで、実際に、今回、大臣となられて執行したかどうかということを、

私ちょっと意地が悪かったかもしれませんが、あえて聞いてみたんですね。

そこで、実は私が本当に聞きたかったのは、この世論調査においても、死刑制度に

ついての問いはありましたが、実は死刑執行についての世論調査というのはないんで

すよ。むしろここのあたりも私はやはり聞いてみる必要があるのではないかなと、千

葉さんが大臣だからあえてこういう質問をしたいと思って、今、伏線を張ってきたん

ですよ。

死刑制度がある、ない、これは今、法務大臣としておっしゃったとおりです。私も

それでいいと思いますが、死刑執行するかどうか、このことについての世論となると、

私はまた事情が違ってくるんじゃないかなと思うんですね。そのことも含めて、死刑

執行についての世論調査もあるべきだなと私は思うんですよ。大臣、どう思われます

か。

○千葉国務大臣 これまでも死刑制度ということについてのさまざまな世論調査という

のは続けられてきたものだというふうに思いますが、今御指摘のような死刑執行とい

う、こういう形での世論調査というのは、考えてみますと、なかったのではないかな

というふうに思います。

そういう意味では、どういう御意見を持っておられるかということ、委員が御指摘

のような、そういうことをより国民の皆さんに御意見をちょうだいするということも

一つの考え方かなというふうに、御提起として受けとめさせていただきたいというふ

うに思います。

２ 平成２６年３月１４日衆議院法務委員会

○田嶋委員 そしてまた、一部には、資料六のこういう質問の聞き方にいろいろな課題

があるという御指摘も、ほかの国々からもいろいろといただいておるところでござい

ます。

大臣に最後にお伺いをいたしますが、この質問の質問項目を、そもそも法務省と内

閣府で協力をしてつくっているようでございますが、こうした質問項目をつくるに当
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たっても、やはりいろいろな御批判をこれまで受けていることもこれあり、今後は、

もう少しそのプロセスに関していろいろな人々の御意見を反映させることをできれば

やっていただきたい。

そして、これまでの過去のものに関しても、どういう批判があったのかということ

をしっかりと検証もしていただきたい。

○谷垣国務大臣 世論調査については、統計的なという言葉を使っていいのかどうかわ

かりませんが、いろいろな御議論があるようでございまして、この死刑についても、

平成六年でしたか、専門家の意見ももう一回いろいろ伺ってつくり直したというふう

に聞いております。

それから、もう一つは、こういう世論調査はやはり一種の定点観測みたいな意味合

いがございますので、余りしょっちゅう質問項目を変えてしまうと、世論の変遷とか

国民の意識の動向もつかみにくいという点もあるようでございます。そういう点も十

分勘案しなければいけないと思いますが、どういう御批判があるかというようなこと

については、私もよく耳を傾けたいとは思っております。ただし、そういう専門的な

いろいろな御議論がございますので、そういったこともよく踏まえながらやっていか

なきゃいけないと思います。

３ 平成２６年３月２５日衆議院法務委員会

○田嶋委員 世論調査というのは、これをごらんいただくと、過去に八回行われており

ます。直近が平成十六年でございますから、これも大分前でございますが、ごらんい

ただくと、上の表と下の表、つまり、質問の聞き方が一度だけ変更されているという

ことでございまして、前回大臣がおっしゃっていた定点観測、同じ質問に対して反応

がどう変化してくるかを見ることも大事だ、おっしゃるとおりでございます。

そういう意味では、同じ質問で昭和時代に四回、そして平成に入って一回、次は上

の方でございますが、平成に入って三回、世論調査が行われております。

では、下の、前のときにはどういう聞き方であったかということです。賛成、反対

で聞いていますけれども、下のちっちゃい字ですが、「今の日本で、どんな場合でも死

刑を廃止しようという意見にあなたは賛成ですか、反対ですか。」ということで、上の

表はそれがもう少し選択肢の中に書かれているわけで、「どんな場合でも死刑は廃止す

べきである」、賛成か反対かということで、一見同じなような印象も受けるわけであり

ます。同時に、若干言葉の使い方が違う。「すべき」という言葉が問いに入っているの
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が直近の三回なわけでございます。

私、両方の質問を見ていまして、やはり質問の聞き方として、大臣が前回おっしゃ

ったように、同じ質問をした変化、出てくる数字の変化を見ることも大事ということ

は私も否定はいたしません。しかし、この聞き方は、下のものも上のものも余りにも

物事を単純化してしまっていて、本当の民意がどこにあるのかということを確認する

には非常に不十分、役立っていないどころか、誤解を与え得る、結論だけを見て誤解

を与え得るような質問になっているのではないかというふうに私は感じますが、まず

大臣、どんな印象ですか。

○谷垣国務大臣 こういう質問の立て方、若干変化がなかったわけではありませんが、

基本的にこういう質問の立て方をしてきておりますのは、要するに、この問題の論点

と申しますか、死刑制度の存廃に関する我が国の議論が、結局のところ、あらゆる犯

罪について死刑を廃止すべきかどうか、つまり全面的に廃止すべきであるかどうかと

いうのが最大の論点であろうということを踏まえまして、このような「どんな場合で

も死刑は廃止すべきである」か、あるいはこれに対応する「場合によっては死刑もや

むを得ない」という選択肢になっているわけで、こういう考えに基づいて繰り返し実

施してきたということだと私は考えております。その上で、先ほど田嶋委員にも言っ

ていただきましたが、定点観測といいますか、数字の推移を見ていくということとし

ているわけですね。

また、こういう世論調査をやるに当たりまして、どういう選択肢を設けるのがいい

のかというのは、社会調査の専門家の意見も伺って検討していかなければいけないこ

とも、他方、事実でございます。

ですから、私どもは、定点観測ということは大事だと考えておりますが、いろいろ

な御議論を踏まえながら、次回、これはいつやるかということはございますけれども、

そういうことを検討しながらまた臨みたいとは思っております。

○田嶋委員 世論調査の所管は内閣府ということでございますが、コンテンツにかかわ

る責任は、本件の場合、やはり法務省にあるかというふうに思います。

それと、先ほど、政府としては検討会を行う予定はないとおっしゃいましたけれど

も、国民の間で議論が高まることは結構なことだと。そういう意味では、この世論調

査を行うということも、やはり国民の中で、立ちどまって多くの人に考えていただく

一つのきっかけづくりにはなろうかと思いますので、次、いつあるかわからないとい

うことでございますが、過去、平成に入って四回でございますから、恐らくそんなに
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遠くない将来に平成に入って五回目の世論調査があるんだろうなと私は思っておりま

すが、そのときには、定点観測で同じ質問さえしていればいいというごスタンスには

大臣はないというふうに思います。

そこで、私はあえて申し上げますが、死刑の話をするのであれば、死刑をやめるか

わりにこういうことを考えるという部分に関しての情報が、やはり一般の国民の皆様

には、例えば終身刑の話一つとっても、それは言葉も聞いたことがないという方もお

いでかもしれません。そういう意味で、もう少し聞き方を、右から聞いたり左から聞

いたり上から聞いたり下から聞く、いろいろな質問をすることで、全体としてどうい

う質問にはどういう反応があるかということを見ないと、一面からだけぱっと一言聞

くという形では、私は本当に、これは何を調査しているのかもわからないような気が

します。

そういう意味では、定点観測も重要でありますが、次回はもう少し質問に肉づけを

して、いろいろな角度からの質問を、終身刑に関する言葉も含めて聞くということを

法務大臣のもとで検討していただけるということで、御答弁をいただきたいと思いま

す。

○谷垣国務大臣 今、田嶋委員が強調されたところまで、すぐ私、はい、そうでござい

ますとはまだ申し上げにくいですが、十分、世論調査の専門家等の御意見も勘案しな

がら考えてまいりたいと思います。

○田嶋委員 これまでは、業者さんと契約をして調査は実際行われているようですが、

質問が一個ふえるとコストが倍になるというわけではないと思いますので、それはそ

んなに差し支えのあるものではないと思います。より国民の間での議論を深めること

は大事なことだというのであれば、終身刑という聞きなれない言葉も含めて、こうい

うものを代替で考えたら死刑に関してはどう思うかとか、そういう聞き方もやはり必

要になってくると思います。

※ 前回の死刑制度に関する世論調査の結果公表（平成２２年２月６日）以降に国会で

取り上げられた死刑制度に関する世論調査についての質問文についての議論状況を記

載した（期間を「平成２２年２月６日から平成２６年６月２９日」，キーワードを「死

刑，世論調査」として国会会議録検索システムを用いて検索した）


